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①教育
教育関連の民間企業に居た経験を活かし、教育改革・地
域との連携・特別支援教育の充実など「安心して子育て

ができる葛飾区」づくりを実現します！

②医療
姉の未熟児での死亡、もう完治はしましたが、兄が小児
難病であった実体験から「産科・小児科医療の充実」の
重要性を切に感じています。産科・小児科医療関連の予
算の拡充、医師の十分な確保や病院の夜間対応などの充

実を目指します！

③介護
母が祖母の介護をしている「老老介護」や、厳しい「介
護」現実を目の当たりにしました。介護人材の確保や
地域包括支援センター等々、「介護現場の整備・充実」

を目指します！

この3点を主軸に、この街に住んで良かった。
この街で子どもを育てたい。この街でセカンドライフを送りたい・・・

そういう街づくりが、今の葛飾区には必要なのです。

ぜひとも、うてな英明に大きな期待をお寄せください！

高校無料化、奨学金拡充で、、
すべての人が学べるように言
民主党は、教育予算を充実させることで、学校が

子どもたちを教育するカを高め、すべての人が学

校で学べるようにします。

具体的には、日本の教育機関に対する国や地方

自治体の財政支出の割合をOECD平均（5．0％）

まで引き上げ、次の5つの政策を実行します。

（む公立高校の授業料を無料化。

②私立高校などの通学者の学費負担を軽減。

（年12万－24万円程度）

（卦希望すれば最低限の生活費までも借りられる奨

学金制度を創設。

④教員の資質向上のため養成課程を6年制（修士）に。

（参教職員の数を子とも1000人当たり73人に。

（現在、OECD平均72．8人、日本は60．2人）

柚子青竜凄応熱力錬
細虚説

0歳から中学校卒業までの子どもに、一人当たり月額2万6000円（年額31万2000円）を「子ども手当」

として支給し、未来を担う子ともたちが安心して育つことのできる社会を実現します。

地域の多様な人材・施設を積極活用し、待機児童の解消を進めます。また、就学前の子どもたちに質の

良い保育を提供できる体制を整えます。

☆むと卓説建議へ滋≡泣出
児童扶養手当の減額規定の削除、父子世帯への児童扶養手当の支給、生活保護給付の母子加算復

活などにより、ひとり親家庭が安心して子育てできる環境を整備します。

虞山㌫岳産品お産l三孟妄言こ、盲点三・石、妄音二

ご挨拶
自分が住む街を良くしたいそこに理由は
必要ない！

人を育て、人が安心して暮らし、人が笑
っていられる…そんな『人』を大切にする
街・葛飾。下町の人情味あふれる葛飾を今
こそ再認識し、大切にしていきたい。

私・うてな英明は、一貫して『人』を大
切にする。そうした強い想いから、葛飾区

●昭和53年（1978年）5月生まれ
●葛飾区立南綾瀬小学校卒業
●金町にある進学塾・早友学院に通う
●渋谷教育学園幕張高等学校付属中学校卒業
●渋谷教育学園幕張高等学校卒業
●成城大学法学部法律学科卒業
●株式会社ぎょうせい（出版社）入社教育図書担当に配属
●株式会社日本教育新聞社に転職教育の専門新聞社で勤務
●民主党・衆議院議員武正公一秘書を経て
●現在、民主党葛飾政策委員（区政担当）として活動中

堀切在住。趣味：サッカー・サッカー観戦、音楽鑑賞






